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次
期
町
議
会
議
員
選
挙
に
向
け

現
職
議
員
が
や
る
べ
き
こ
と

特 集
　

次
期
町
議
会
議
員
選
挙
投

票
日
が
４
月
23
日
に
迫
っ
て

き
て
い
る
。
過
去
を
振
り
返

る
と
、
早
け
れ
ば
12
月
末
ご

ろ
か
ら
立
候
補
者
の
看
板
が

立
ち
始
め
、
選
挙
ム
ー
ド
が

次
第
に
高
ま
る
時
期
と
な

る
。
し
か
し
、
選
挙
ま
で
２

カ
月
余
り
と
な
る
現
在
に
お

い
て
も
未
だ
選
挙
ム
ー
ド
と

は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

な
り
手
不
足
が
地
方
議
会

の
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
、
本
町
に
お
け
る
次
の

選
挙
が
ど
の
よ
う
な
状
況
と

な
り
、現
職
議
員
と
し
て
今
、

何
を
行
う
べ
き
か
を
考
察
す

る
。

次期選挙に向け何を行うべきか、全議員で座談会を実施

　

昨
年
末
、
議
員
全
員
で
「
こ
れ
か
ら
の
新
十
津
川
町
議
会
を
考
え

る
」
と
題
し
た
座
談
会
を
開
催
。
そ
こ
で
、
現
職
議
員
の
次
期
選
挙

に
向
け
た
現
時
点
で
の
意
向
を
話
し
合
っ
た
。
そ
の
結
果
、
半
数
以

上
の
議
員
が
次
期
選
挙
に
不
出
馬
の
意
向
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

時
期
的
に
確
定
で
は
な
い
に
し
ろ
、
今
後
の
議
会
運
営
に
不
安
と
危

機
感
を
感
じ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　

各
議
員
は
す
で
に
行
政
区
へ
の
相
談
や
各
団
体
な
ど
へ
の
働
き
掛

け
、
目
ぼ
し
い
方
へ
の
直
接
的
な
働
き
掛
け
な
ど
を
行
っ
て
き
て
い

る
。
行
政
区
に
お
い
て
も
、
後
継
者
選
び
に
動
き
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
な
り
手
の
選
出
に
は
ど
こ
も
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
い

う
状
況
で
あ
る
。

現
職
議
員
の
多
く
が
不
出
馬
の
意
向

立
候
補
者
の
選
出
に
大
苦
戦
！
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立候補者が
少ない要因

議会・議員の
魅力、再発見！

◎議会、議員の魅力が住民に伝わっていな
い

　議員になることのデメリットばかりが伝わる傾
向から、議員になろうとする人がいないことが考
えられる。

◎議員になることの情報不足
　議員になったら、現状の生活や仕事にどのよう
な影響が出るか。また、選挙に出るには何をどう
準備しなければならないのかが分からない。

◎一人で手を挙げる勇気がない
　興味があっても、背中を押してくれたり、推薦
してくれる人がいないと手を挙げにくい。

◎議員活動をする余裕がない
　現在の仕事を維持しながら議員活動をするには
時間的余裕がなく、双方中途半端な状況になって
しまう。

◎視野が広がり、キャリア、人生において
貴重な経験となる

　行政や地域の方などさまざまな関わりから、町
づくりに対する広い視野が身に付くと同時に、議
員でしかできない経験ができる。

◎仕事の成果が見えやすい
　住民に一番身近な政治家として、地域の課題を
直接行政と協議し、改善することが可能。自らの
手で地域を良くしているという実感を得ることが
できる。

◎安定した収入
　町村議会の報酬は、道議や市議の報酬と比べる
と大幅に低い状況。故に兼業が前提で議員活動を
行うことが多い。これがデメリットと捉える考え
もあるが、見方を変えると、これほど安定した兼
業はないと言える。時間の融通が可能であれば大
きな魅力と考える。

興味がある方、お話しませんか

『かたるべサロン』

【お問い合わせ　議会事務局　電話76-3191】

日　時 場　所
２月11日㈯　10：30～12：00
２月24日㈮　13：30～15：00
３月11日㈯　10：30～12：00
３月22日㈬　13：30～15：00

改善センター
役場３階サロン
改善センター
役場３階サロン

　２月、３月のかたるべサロンでは、私たち議員が議員の仕事内
容や選挙の仕組み、議会活動を行いながら仕事をする方法など、
経験者だからこそ語れる情報をお伝えします。議会や議員活動に
少しでも興味のある方はぜひ、お越しください。また、個別での
対応も行います。

　議会機能の維持のため、定員を11名として臨む次期選挙。何としても欠員を回避し、選挙により議員が選ばれる
べきと考える。

欠員を回避し、選挙戦に！欠員を回避し、選挙戦に！

　

次
期
選
挙
ま
で
２
カ
月
余
り
と
な
り
、
次
の
新
し
い
議
会
が
よ
り

力
強
い
議
会
に
な
る
よ
う
、
議
員
の
経
験
者
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
「
議
員
活
動
の
魅
力
」「
議
会
活
動
、
選
挙
の
具
体
的

な
内
容
」
な
ど
を
、
議
会
や
議
員
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
に
伝
え
、

立
候
補
の
後
押
し
を
す
る
。

現
職
議
員
が
今
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
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定例会・臨時会レポート定例会・臨時会レポート

◆令和４年　第９回臨時会　◎10月28日

◆令和４年　第10回臨時会　◎11月28日

開催された定例議会、臨時議会の審議結果報告

議　件　名 内　　　容
専決処分の報告 契約金額の変更

・契約の目的　旧ＪＲ札沼線線路施設撤去工事
・議決年月日　令和４年６月10日
・変更の理由　線路土工、構造物撤去工事の、数量確定による変更
・増　減　額　498万３千円の減
・変更後の額　5562万７千円

令和４年度新十津川町一般会計補正
予算（第８号）

歳入歳出にそれぞれ6627万８千円を追加し、総額を75億2787万６千
円とする。
【主な内容】
・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
　（価格高騰支援）支給事業	 5195万７千円
・除雪車両の修繕料	 469万６千円

議　件　名 内　　　容
専決処分の報告 契約金額の変更

・契約の目的　新十津川駅跡地整備事業公園整備工事
・議決年月日　令和４年６月10日
・変更の理由　播種工実施箇所の表土置換の実施や、路盤材等に使用す

る資材、植栽、芝生広場盛土工の数量の変更と運搬処理
数量の確定による変更

・増　減　額　205万７千円の増
・変更後の額　6453万７千円

議員発議（第５号）
新十津川町議会議員の議員報酬、費
用弁償等に関する条例の一部改正

令和４年８月の人事院勧告に鑑み、議員の期末手当を年間4.30月から
4.40月に引き上げる。
議員の期末手当については、人事院勧告による支給月数より0.1カ月分
少ない状況としていたものを、議員のなり手不足対策等の観点から、来
期の改選に向けて人事院勧告に準ずるべく、令和４年第４回臨時会で条
例の一部を改正し、人事院勧告と同率とした。

新十津川町職員の給与に関する条例
及び新十津川町長等の給与及び旅費
に関する条例の一部改正

令和４年８月の人事院勧告に鑑み、町長、副町長および教育長並びに職
員の給与等を改定する。
①町長、副町長および教育長の期末手当の支給月数を令和４年度は年間
4.25月から4.35月に、令和５年度はさらに年間4.40月に引き上げる。
②若手職員の給料月額について引き上げ改定（初任給については、大卒
者で３千円、高卒者で４千円の引き上げ）を行うとともに、職員の期
末勤勉手当の支給月数を年間4.30月から4.40月に引き上げる。

令和４年度新十津川町一般会計補正
予算（第９号）

歳入歳出予算にそれぞれ4245万円を追加し、総額を75億7032万６千
円とする。
【主な内容】
・新十津川ダム取水塔の修繕費	 3850万円　
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◆令和４年　第４回定例会　◎12月14日から16日
議　件　名 内　　　容

新十津川町冬期生活助成事業に関す
る条例の制定

高齢者世帯等に対し、冬期間の暖房費用の一部として、１世帯当たり
１万２千円相当のふれあい商品券を交付する。

新十津川町生産物直売・食材供給交
流促進施設の設置及び管理に関する
条例の一部改正

サンヒルズ・サライの維持管理及び運営に係る経費に応じた料金設定を
可能にするため、使用料の上限額を見直すとともに、研修室等は１室１
時間当たりの使用料金に改定する。

新十津川町体験交流施設の設置及び
管理に関する条例の一部改正

ヴィラトップの維持管理及び運営に係る経費に応じた料金設定を可能に
するため、使用料の上限額を改定する。

令和４年度新十津川町一般会計補正
予算（第10号）

歳入歳出予算にそれぞれ１億2962万７千円を追加し、総額を76億
9995万３千円とする。
【主な内容】
・社会福祉施設等に対する物価高騰対策事業	 1574万円
・熱供給センターボイラー火格子交換ほか運営費	 778万４千円
・ヴィラトップ内のライティングハウスの内部改修	 737万円
・温水プール循環ポンプのろ過装置修繕	 306万１千円
・中央バス滝新線運行への緊急支援	 100万円

令和４年度新十津川町下水道事業特
別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算にそれぞれ73万４千円を追加し、総額を２億871万３千
円とする。
【主な内容】
・奈井江浄化センターの管理運営に係る本町負担金	 47万４千円

令和４年度新十津川町農業集落排水
事業特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算にそれぞれ3079万円を追加し、総額を8222万９千円とする。
【内容】
・花月地区の処理施設の整備工事費	 3079万円

滝川地区広域消防事務組合規約の変
更

滝川地区広域消防事務組合の経費の支弁方法の変更に伴う、組合規約の
変更。

公の施設の指定管理者の指定 ・新十津川町農村環境改善センター
指定管理者　　社会福祉法人　新十津川町社会福祉協議会
代　表　者　　会長　　佐　川　　　純
指定の期間　　令和５年４月１日から令和８年３月31日まで

教育に関する事務の管理及び執行の
状況の点検及び評価の結果に関する
報告

令和３年度の教育委員会の活動状況、学校教育・社会教育施策の目標値
及び達成値、評価、施策展開の方向性、次年度への重点取り組みの報告

議員発議（第６号）
「物価高における農畜産物の適正な
価格形成と農業経営の存続に向けた
需給改善対策等の強化を求める意見
書」の提出

食料安全保障の強化に向けて、流通・販売業者や消費者への理解醸成を
図り、経費高騰に係る農畜産物の適正な価格形成が可能な環境を整備す
るとともに、農畜産物の消費拡大対策を一層強化するなど、営農継続に
向けての需給改善策、金融対策を早急に講じることを強く要望する。
提出先　内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣
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町政を問う！町政を問う！
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
要
件
の
緩
和
を
す
べ
き
で
は

教
育
長
…
令
和
５
年
の
冬
に
向
け
関
係
機
関
で
協
議
。
前
向
き
に
調
整
検
討
す
る
。

　

町
内
の
国
道
の
除
排
雪
は
、
集

中
的
な
降
雪
や
吹
雪
、
除
雪
作
業

時
間
と
の
関
係
か
ら
、
通
学
時
に

歩
道
除
雪
が
間
に
合
わ
ず
、
国
道

沿
い
の
歩
道
が
安
全
な
通
学
路
と

な
っ
て
い
な
い
状
況
を
何
度
も
確

認
し
て
い
る
。

　

令
和
４
年
、
新
た
な
地
域
公
共

交
通
が
始
ま
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
大
和
方
面
か
ら
国
道
275
号
を
通

り
中
央
方
面
に
向
か
う
路
線
に
変

わ
っ
た
。
迂
回
す
る
こ
と
な
く
、

路
線
上
で
橋
本
、
み
ど
り
方
面
の

児
童
を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
要
件
を
緩
和
し

冬
期
間
、
低
学
年
児
童
を
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
乗
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
い

か
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
要
綱
に
基

づ
く
と
、
旧
里
見
区
、
宮
前
区
を

除
い
た
橋
本
区
の
一
部
、
み
ど
り

区
は
対
象
外
で
あ
る
。

　
国
道
の
歩
道
除
雪
は
、
深
夜
12

時
の
積
雪
が
10
㎝
以
上
で
作
業
を

開
始
し
、
本
町
の
市
街
地
は
２
時

30
分
に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
作

業
終
了
後
に
雪
が
積
も
り
、
登
校

時
間
帯
の
歩
行
に
支
障
を
来
す
状

態
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
徳
富
川

に
架
か
る
新
十
津
川
橋
は
、
川
か

ら
吹
き
上
げ
る
強
風
の
影
響
で
路

面
状
態
が
悪
化
し
非
常
に
歩
き
づ

ら
く
、
大
型
車
の
交
通
量
も
多
い

の
で
、
吹
雪
の
際
に
は
危
険
な
場

合
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
地
域
公

共
交
通
が
始
ま
り
、
大
和
方
面
便

は
国
道
275
号
の
橋
本
区
、
み
ど
り

区
を
通
る
ル
ー
ト
に
変
更
さ
れ
た
。

一
般
乗
客
の
混
乗
も
設
定
さ
れ
て

お
り
、
今
ま
で
と
違
う
対
応
が
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
橋
本
区
、
み
ど
り
区
の
件
は
こ

れ
ら
を
含
め
、
徒
歩
区
域
の
通
学

距
離
の
公
平
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
の
改
善
や
、
要
件
の
緩
和
な

ど
に
つ
い
て
、
学
校
、
保
護
者
、

運
行
事
業
者
、
総
務
課
な
ど
の
関

係
機
関
で
協
議
を
進
め
、
安
全
安

心
な
通
学
環
境
を
整
え
る
べ
く
、

前
向
き
に
調
整
検
討
を
す
る
。

　

今
回
は
、
国
道
沿
い
を
歩
く
子

ど
も
た
ち
の
安
全
な
通
学
路
の
確

保
と
い
う
観
点
で
質
問
し
た
。
橋

本
、
み
ど
り
方
面
に
限
っ
て
の
検

討
か
。
国
道
沿
い
を
歩
く
他
方
面

の
児
童
生
徒
も
含
め
て
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
全
般
を
検
討
い
た
だ
け

る
の
か
。
ど
の
よ
う
な
目
途
を

も
っ
て
進
め
る
の
か
。

　
通
学
路
で
あ
る
国
道
歩
道
や
、

新
十
津
川
橋
の
状
況
に
よ
る
危
険

箇
所
、
除
雪
体
制
、
距
離
の
現
行

基
準
と
他
の
行
政
区
と
の
公
平
性

な
ど
、
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度

の
冬
期
の
バ
ス
運
行
に
向
け
て
検

討
す
る
。

　

今
冬
の
冬
休
み
期
間
中
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
走
ら
せ
て
検
証

し
、
冬
休
み
明
け
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

こ
の
冬
か
ら
が
無
理
で
あ
れ

ば
、
町
の
乗
合
ワ
ゴ
ン
の
乗
車
料

金
を
減
免
し
、
朝
の
登
校
に
係
る

片
道
分
を
無
償
化
す
る
検
討
は
い

た
だ
け
な
い
か
。

　
関
係
機
関
と
の
協
議
や
橋
本
、

み
ど
り
方
面
以
外
に
も
全
体
的
に

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
冬
の
交
通
状
況
も
確
認
し

な
が
ら
、
新
年
度
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
検
討
す
る
た

め
、
12
月
か
ら
の
試
行
は
考
え
て

い
な
い
。

　
バ
ス
料
金
の
減
免
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。

一 質般 問

２名の議員が登壇しました

問

問

問

答

答

答
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ずばりずばり
来
春
の
町
長
選
挙
へ
の
出
馬
の
意
向
を
伺
う

町
長
…
次
期
町
長
選
挙
に
出
馬
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
施
策
を
力

強
く
推
し
進
め
て
き
た
姿
勢
は
ま

さ
に
「
攻
め
の
町
政
」
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど

の
社
会
現
象
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
行
政

課
題
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
柔

軟
な
発
想
と
行
動
力
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
。

　

今
後
の
新
十
津
川
町
に
対
す
る

思
い
と
来
春
に
行
わ
れ
る
町
長
選

挙
へ
の
出
馬
の
意
向
を
伺
う
。

　
こ
れ
ま
で
町
の
将
来
と
町
民
の

幸
せ
と
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
熟

慮
し
、
悔
い
の
な
い
よ
う
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
行
っ
て
き
た
政
策
は
議
会
議
員

や
町
民
の
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
が
あ
っ
て
、
町
職
員
が

一
生
懸
命
奮
闘
し
た
結
果
で
も
あ

る
。

　
加
え
て
、
官
民
連
携
の
幅
広
い

つ
な
が
り
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご

支
援
と
ご
協
力
が
重
な
り
合
っ

て
、
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら

に
は
役
場
庁
舎
建
設
と
い
う
100
年

に
１
度
の
大
事
業
を
実
施
で
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
は
た
く

さ
ん
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
町

長
と
し
て
の
実
績
と
経
験
を
十
分

に
生
か
し
て
い
く
と
と
も
に
、
国

や
道
の
議
員
や
職
員
、さ
ら
に
は
、

母
村
、
母
県
、
五
條
市
と
の
関
係

に
加
え
、
多
く
の
民
間
の
方
々
と

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
て
、
引
き

続
き
課
題
解
決
に
向
け
、
前
進
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
本
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
次

総
合
計
画
の
10
年
後
の
目
指
す
町

の
将
来
像
は
「
新
た
な
未
来
へ
、

と
も
に
歩
も
う
、
つ
な
が
る
絆
、

か
わ
ら
ぬ
自
然
と
笑
顔
の
ま
ち
」

で
あ
る
。こ
の
実
現
に
向
か
っ
て
、

類
ま
れ
な
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
わ

が
町
、
新
十
津
川
の
発
展
と
町
民

の
皆
さ
ま
の
幸
せ
の
た
め
に
、
力

の
限
り
を
尽
く
す
覚
悟
を
持
っ

て
、
次
期
町
長
選
出
馬
の
挑
戦
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

熊
田
町
長
か
ら
出
馬
の
意
向
表

明
が
あ
っ
た
。
３
期
目
に
向
け
て

は
、特
に
ど
の
課
題
に
力
を
注
ぎ
、

町
政
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
を
伺
う
。

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で

は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
装
を
促

進
し
、
基
盤
と
な
る
ほ
場
整
備
な

ど
を
計
画
的
に
進
め
、
経
営
規
模

拡
大
へ
の
対
応
や
、
農
作
業
の
効

率
化
を
図
り
、
食
料
安
全
保
障
の

確
立
と
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、

商
工
業
の
振
興
や
地
域
経
済
へ
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
、
町
民
の
幸

せ
へ
と
連
鎖
を
し
て
い
く
も
の
と

確
信
し
て
い
る
。

　
人
口
減
少
と
少
子
化
問
題
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

教
育
と
子
育
て
支
援
の
充
実
を
柱

に
し
た
施
策
の
展
開
と
、
定
住
促

進
対
策
の
継
続
を
考
え
て
い
る
。

　
次
に
、
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ
て

き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
復

活
が
、
新
た
な
課
題
と
し
て
発
生

し
て
い
る
。
政
府
の
動
き
を
注
視

し
な
が
ら
関
係
組
織
や
団
体
と
の

連
携
を
図
り
、
健
康
と
安
全
を
考

慮
し
な
が
ら
徐
々
に
人
と
人
と
の

交
流
が
で
き
る
よ
う
に
復
活
さ
せ

て
い
き
た
い
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
本

町
に
住
み
続
け
ら
れ
健
康
長
寿
で

過
ご
せ
る
よ
う
、
更
な
る
施
策
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
全
財
政
を
堅
持

し
な
が
ら
選
択
と
集
中
を
も
っ
て

町
政
運
営
を
し
て
い
く
決
意
で
あ

る
。
新
し
い
時
代
を
見
据
え
た
行

政
運
営
の
流
れ
に
遅
れ
る
こ
と
な

く
着
実
な
取
り
組
み
を
行
い
、
元

気
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
新
十
津
川
を

築
き
上
げ
て
い
き
た
い
。

一 質般 問

12月定例会では

問

問答

答
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今期の活動を検証し、今期の活動を検証し、
次期の議会活動に反映！次期の議会活動に反映！

総 務 民 生 常 任 委 員 会経 済 文 教 常 任 委 員 会
〈
委
員
会
構
成
〉

委
員
長　

小
玉　

博
崇

副
委
員
長　

長
名　
　

實

委　
　

員　

西
内　

陽
美

委　
　

員　

進
藤
久
美
子

委　
　

員　

安
中　

経
人

〈
委
員
会
構
成
〉

委
員
長　

鈴
井　

康
裕

副
委
員
長　

村
井　

利
行

委　
　

員　

長
谷
川
秀
樹

委　
　

員　

安
中　

経
人

委　
　

員　

杉
本　

初
美

〈近況報告〉
常任委員会　（11月28日開催）
報告事項　
①町営墓地の管理状況について

墓地使用者への確認の結果、全体で35.3％が使用者未把
握でした。
今後の町の取り組みについて協議。町は地元住民への聞
き取りなどを行い、使用者不明墓地の解消に努めます。
②地域公共交通の運行状況について

各路線の運行率、１便平均の利用人数の報告がありました。
全体的に利用が少ない状況でした。

（改善事項）
・回数券等の販売場所を２カ所追加（イースト文具商会、

金滴酒造）
・車内での回数券販売
・乗降場所の追加（11月１日から４カ所追加）

　町民の意見を聞きながら、随時改善に向け協議していき
ます。
③冬期生活助成事業について
（助成対象）

・高齢者世帯（世帯の合計所得額を世帯人数で除した額
が80万円以下）

・障害者世帯（各福祉手帳交付を受けている者、特別障
害者手当を受給）

・ひとり親世帯（児童扶養手当が全額支給）
（助成方法）

１世帯当たり12,000円のふれあい商品券を１回交付（昨
年は10,000円）

〈今後の方針〉
　今回の委員会は住民からの声を基に各課に報告を求めま
した。今後も住民の皆さんからの声を委員会活動に反映し
ていきます。

〈近況報告〉
常任委員会　（11月30日開催）
調査事項　「新十津川町熱供給センター契約不適合事案の

修補について」
　８月30日に発生した、センター鉄骨架台落下事故の対応
について調査しました。 

調査結果　
・修補状況は、シリンダーの力に対応できる架台、その下

部に束柱Ｈ鋼を施し、落下の心配はなくなりました。ア
ンカーの引張試験も十分実施し、それぞれの点検も実施
されました。

・町は発生した事故の原因が契約不適合として賠償請求を
行いました。
（修補の負担割合）
　工事施工者が工事監理者にしっかり確認をしないまま工
事を進めたことが原因であるとし、次のとおり決定しまし
た。
　　・建設建築主体工事業者　90％
　　・建設工事監理事業者　　10％

報告事項　「肥料価格高騰に係る農業経営対策について」
（目　的）肥料価格の高騰による農業経営の影響の緩和
（対象者）町内の農業者
（支援の内容）
　　　肥料コスト増加分の15％を支援。

※令和４年秋肥～令和５年春肥として購入した肥料が
対象。

〈今後の方針〉
　運用開始後トラブルが続いている熱供給センターが安全
かつ継続して運用できているか、委員会としても適宜把握
に努めます。

委員会トピックス
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広 報 広 聴 常 任 委 員 会議 会 運 営 委 員 会
〈
委
員
会
構
成
〉

〈
委
員
会
構
成
〉

委
員
長　

西
内　

陽
美

副
委
員
長　

村
井　

利
行

委　
　

員　

安
中　

経
人

委　
　

員　

小
玉　

博
崇

委　
　

員　

鈴
井　

康
裕

〈近況報告〉
報告事項　
◎くるま座ミーティング
　新型コロナウイルスの影響により、実施できていなかっ
たくるま座ミーティングですが、この度、総務民生常任委
員会、経済文教常任委員会が主催し実施しました。
◎すまいるあっぷ情報交換会
期間：10月３日～11月11日
内容：行政区自治会館で実施している「すまいるあっぷ」

を訪問し、前半は一緒に「すまいるあっぷ」の活
動に参加。後半15分～20分で参加されている方と
の情報交換を実施しました。
情報交換では、多岐にわたる声を聞くことができ、
内容に応じて総務民生、経済文教の両常任委員会
で精査しています。対応結果は社会福祉協議会を
通し、参加者の皆さんに報告します。

◎民生委員児童委員協議会役員との情報交換
期間：10月19日
内容：協議会役員との情報交換を実施。11月末で任期が

終わる中、これまでの民生委員活動の振り返りと、
地域課題について情報共有しました。

◎農業委員との情報交換
期間：11月24日
内容：農業委員の視点によるご意見をいただき、農業人

口の減少や水田活用直接支払交付金、スマート農
業の推進と地域コミュニティの両立といった、新
十津川の農業の課題などについて共有しました。

〈今後の方針〉
　広報広聴活動としては引き続き、かたるべサロンを実施
します。さいぐさ商店の閉店に伴い、２月からは、改善セ
ンターの研修室と役場３階で実施します。詳しい情報は議
会ホームページもしくは、議会事務局にお問い合わせくだ
さい。

〈近況報告〉
◎議会活動計画の検証について

　私たち議会では、議会のあるべき姿として、５つの機
能を挙げています。
　この５つの機能を計画的かつ継続的に維持、強化して
いくため、１年ごとの議会活動計画を策定しました。
　本来であれば、令和４年度の振り返りと次年度に向け
た活動計画を策定することとなりますが、来年の４月に
現任期が終わるため、早めの検証を行うこととしています。
　１年ごとの議会活動計画の上位計画には、任期４年の
活動計画「議会活動基本計画」を策定することになり、
これらの計画に基づき、将来的には新十津川町議会基本
条例につなげていきたいと考えています。

（住民の負託に応える「議会のあるべき姿」）
①　行政施行に対する監視・チェック機能
②　住民の意見・要望を聞き、行政に届ける機能
③　住民に情報提供する機能
④　政策（国、道を含む）の課題分析機能
⑤　町の将来像を見据えた政策提言をする機能

〈今後の方針〉
　任期が残りわずかとなりました。　議会運営委員会では、
これまでの議会活動をしっかり検証し、次期の新しい議会
に引き継ぎたいと考えています。

委員会トピックス

委
員
長　

杉
本　

初
美

副
委
員
長　

進
藤
久
美
子

委　
　

員　

議
員
全
員

ＱＲコードを、スマートフォンなどの
カメラで読み込むことで、各委員会の
報告動画を視聴できます。
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行
政
区
役
員
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
影
響
を
感
じ
ま
す
か
？

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
多
大
に
受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
区
の
行
事（
盆
踊
り
、三
世
代
交
流
会
、健
康
講
座
な
ど
）が
実
施
で
き
な
い
状
況
と
、自
治
会
館
で

の
飲
食
に
つ
い
て
も
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。コ
ロ
ナ
が
早
く
終
息
し
て
、区
民
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
行
事
が
再
開
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
会
長
を
さ
れ
て
い
る「
み
ど
り
区
麻
雀
同
好
会
」が
大
盛
況
と
伺
い
ま
し
た
。

　
会
員
は
現
在
25
名
で
、平
均
年
齢
は
70
歳
ぐ
ら
い
で
す
。

　
毎
週
火
曜
日
、午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ご
ろ
ま
で
、自
治
会
館
で
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
相
互
の
親
睦
と
、認
知
症
予
防
の
健
康
麻
雀
と
い
う
目
的
で
始
め
た
の
で
、和
気
あ
い
あ
い
の

雰
囲
気
で
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
麻
雀
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
集
ま
り
を
長
続
き
さ
せ
る
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
人
生
経
験
の
豊
富
な
人
が
多
い
の
で
、あ
ま
り
堅
苦
し
い
規
則
な
ど
を
決
め
な
い
で
、あ
る
程
度
会

員
個
々
が
自
由
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
町
議
会
へ
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
十
津
川
町
の
議
会
は
、他
の
自
治
体
の
議
会
に
比
べ
て
活
発
に
活
動
し
て
い
る
の
で
感
心
し
て
い

ま
す
。た
だ
、町
民
か
ら
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
事
案
も
多
々
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

非
常
に
残
念
で
す
。こ
れ
か
ら
も
町
民
の
た
め
の
議
会
で
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
新
十
津
川
町
の
課
題
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
地
場
産
業
の
推
進
だ
と
思
い
ま
す
。町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
注
力
し
、ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
、農
業
の
６
次
産
業
化
な
ど
若
い
人
た
ち
が
後
継
者
と
な
る
よ
う
な
近
代
農
業
化
を
進
め
、若
い
人

た
ち
が
定
住
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●議会の開催予定
◎令和５年第１回定例会：３月８日（水）から17日（金）まで　※10：00開会
　※一般質問は９日（木）を予定
　※正式な日程につきましては、議会事務局へお問い合わせください。
　　また、休会となる日があります。

■感染症対策へのご協力をお願いします
　傍聴にお越しの際は、新型コロナウイルスを含む感染症予防として、「手指の消毒」
と「せきエチケットのためのマスクの着用」について、ご協力をお願いします。
　また、体調に不安がある方は、傍聴をお控えください。

QAQAQAQAQA

新十津川町議会活動内容をタイムリー
にお知らせします！

http://www.facebook.com/shintotsukawa.gikai/

　
町
の
議
員
と
ち
ょ
っ
と
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
時
間
内
の
出
入
り
は
自
由
な

の
で
、気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

○
改
善
セ
ン
タ
ー
研
修
室

　
２
月
11
日
㈯
、３
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午
ま

で○
役
場
庁
舎
３
階
ラ
ウ
ン
ジ

　
２
月
24
日
㈮
、３
月
22
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３

時
ま
で

　
２
月
、３
月
の
か
た
る
べ
サ
ロ

ン
で
は
、議
会
や
議
員
に
興
味

が
あ
る
方
に
向
け
た
資
料
を
用

意
し
、現
職
議
員
が
詳
し
く
説

明
し
ま
す
。

　
４
月
の
選
挙
に
向
け
興
味
が

あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

新十津川町ホームページ（町議会部分）過去の議会だよりや
会議録を確認できます！

http://www.town.shintotsukawa.lg.jp/hotnews/category/212.html

飯
島 

一
世
さ
ん
で
す
。

み
ど
り
区
在
住
の
76
歳
。日
本
プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ

協
会
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
大
変
珍

し
い
資
格
を
お
持
ち
で
す
。町
内
会
長
や
区
の
監

事
な
ど
を
長
く
務
め
ら
れ
、飯
島
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た「
み
ど
り
区
麻
雀
同
好

会
」は
、地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
ど
り
公
園
の
花
壇
の
お
手
入
れ
や
落
ち
葉
掃
き
な
ど
地
域
の
た
め
に
ご
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
方
は…

議会
ミニニュース

か
た
る
べ
サ
ロ
ン

今
回
は
私
、

　
西
内
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


